



Dyeing of Cotton Fabric Pretreated with Tannic Acid and Tartar Emetic with Petal 
Pigment of Tulip






























































































































































































































































































Tartar　elnetic1－2 5 5 3 4－5 4 2 5 5 5　　3 2－3・ 5 4
Cupric　Sulfate2－3（G） 5 5 3 2 4 2（Bl） 1 3 3　　2 3－4（B1）3 3
Tln（II）chlor1de1 5 5 3－4 5 4 2－3 5 5 4　　2 4 5 5










































Cycle1 2 3 4 5 6 7
△E 2．372．484．454．804．985．576．26
されてきた。そのため家庭で簡単に洗たくするもので
はないという認識が一般的である。ところが絹に比ぺ
て綿は一般的で，．当然簡単に洗たくできるものという
イメージがある。前節でタンニソ酸一吐酒石処理綿布
のQNによる染色が，アルカリや熱に弱いことが明ら
かとなったので，ここでは中性洗剤を用いてpHや温
度を変えて洗たくし実用性を検討した。pH6．5で30分
洗たくしたときの色差が図7であり，塩化第一スズで
後媒染したものが極めてすぐれていることを示してい
る。このことは洗浴pHを酸性にしても同様であった
（図8）。さらに塩化第一スズで媒染した場合の洗たく
回数と色差の関係を示したのが表3である。△Eは回
数とともに増加するが，50℃でも肉眼的にはそれほど
大きな変化はなかった。したがってタンニソ酸一吐酒
石処理した綿布をスズや鉛で後媒染することにより比
較的強いキレートを生じ，QN特有の紫を生かした染
色が可能となった。しかし，G．　Dalbyは色素そのもの
が無害であっても媒染剤は環境汚染となることを指摘
している22｝。一方花色について，ツユクサの青色がアソ
トシアニンのB環o一ジヒドロキシフ＝ニル基に，金属
が配位することにより生じた安定なアンヒドロ塩基ア
ニナソによることが明らかにされた。さらにこのアン
ヒドロ塩基アニナソは，金属錯体の生成と芳香環同士
の疎水結合に基づく会合により安定化されるといわれ
ている23〕。前述したように花弁細胞液のpH領域では，
フラピリウム塩も紫のアソヒドロ壇基も不安定である
ことがわかっているものの，花色の発現については古
くより研究され24），コピグメソト効果，スタッキソグ効
果，金属との錯体形成等が複雑にからみあっており25，，
花色発現と安定化機構についてまだまだ不明な点が多
い。その意味でアソトシアニソ系の色素を染色に応用
するには，今後多くの問題を解決する必要があると考
えられる。
4．結　　 論
　チューリヅブ花弁色素であるアソトシアニソ類によ
る木綿の染色について検討した。アソトシアニソ類は
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木綿に対し親和性がないので，綿布に対しタンニソ
酸一吐酒石による前処理を行なった。pH5．5で抽出し
た色素により，タソニン酸一吐酒石前処理綿布を染色
し後媒染したところ，趣のある紫色を得られることが
わかったが，JIS　lこ基づ，く染色堅ろう度は低かった。そ
こで中性洗剤による洗浄条件を検討したところ，塩化
第一スズによる媒染では比較的良好な結果hs得られ
た。
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